
様式２ 　令和5年度　清瀬市立清瀬中学校　  学校評価表
　学校教育目標 　育成を目指す資質・能力及び特色ある教育活動

　目指す学校像（ビジョン）

【目指す学校像】
【目指す児童・生徒像】
【目指す教師像】

取組指標 成果指標

○清瀬市立中学校の中で最も歴史があり、清瀬市民の多くの方々が卒業し、地域から愛されるとともに地域との連携を学校運
営の中心に据えた学校である。また、清瀬市立中学校において知的障害固定学級と情緒障害固定学級の２種の特別支援学
級を設置する唯一の中学校として、特別支援教育の推進の中核を担ってきている。
○令和５年度は、東京都教育委員会令和5年度不登校加配教員配置校として、登校の有無に関係なく、すべての生徒が安心
して学ぶことができる学校つくりを目指し、実践研究をしている。

○成果：タブレットPCの導入により、ICT活用による学習環境が広がり、個別最適な学びと協働的な学びを目指すことができていること
●課題：新型コロナウイルス感染症対策に伴い、長きにわたって教育活動等が制限されたしたことにより、学校と保護者や外部機関とのつながりが希薄になりつつあること

人間尊重を基本理念に国際的視野にたち、平和を愛する社会人の形成をめざして
・正しい判断力と粘りづよい実践力をもった生徒を育てる／・健やかな身体と豊かな情操をもっ
た生徒を育てる／・高い知性とたくましい創造力をもった生徒を育てる

１魅力ある学校　２活力のある学校　３信頼される学
◎自分の考えに自信をもち、他を思いやりながら自己実現できる生徒
◎法の遵守と服務の厳正を徹底する教師／○プロとしての自覚と使命感をもった教師／○公務員としての社会性・協調性・コミュニケーション能力

の高い教師

　前年度までの学校経営上の成果と課題

〇時機を逸することなく、令和６年度も学校の情報を積極的に発信してい
きたい。
〇プリント、メール、HPと、様々な発信ツールがある中で、効果的な方法
で発信していくことを探っていきたい。

〇いじめ問題は、いつでも誰にでも起こりうる問題であることから、引き
続き、いじめ問題に関する授業をきちんとを設定し取り組んでいく。
〇弁護士からの法をもとにした講話は、法教育も含めて大切な教育内容
である。次年度も機会をとらえて実施していきたい。

〇企業と連携した職場体験や花の学び舎プロジェクト、防災教育、NIE等
で得たことをもとに、令和６年度も生徒が主体となった活動に意欲的に取
り組んでいく。
〇地域の人々や関係団体との関係を密にしながら、生徒が社会参画でき
ることを探っていきたい。

〇コロナによる運動制限の影響は長期的に取り組んでいく必要があるこ
とから、引き続き、段階的に、計画的に取り組んでいく。
〇「運動する」ことに着目するだけでなく、「健康」に視点をあて、生徒自ら
が健康管理に向き合う取組を行っていく。

〇生徒の実態を把握することはできたが、改善策の立案と分析までには
至らなかったので、継続してアンケ－トをとる中で、結果分析と対策を講
じていきたい。
〇次年度は、今年度の同時期にアンケートと経年比較していきたい。

〇特別支援教育の理解をさらに推進していくために、生徒の交流を充実
させていく。
〇知的固定学級の閉級に伴い、環境の変化が予想されるので、令和7年度
を見据えた活動を実践していく。

〇展示交流やボッチャ交流にとどまらず、効果的な交流がどのようなこと
があるのか、探っていきたい。
〇個に応じた教育の充実が一層図れるよう、教員同士の指導に関する情
報交換会等の交流も展開していきたい。

課題及び次年度以降の改善方策（案）

自己評価

〇令和6年度も精査した統一項目のアンケートを行う。
〇次年度は、今年度の同時期にアンケートを行い、経年比較することも大
切である。
〇生徒の意見が反映するアンケートについて、探っていきたい。

次年度以降の改善方策（案）

〇学校運営連絡協議会等に意見をいただきながら、次年度は、コミュニ
ティスクール運営に向けて、整備していく1年としたい。
〇学校図書館は「心に寄り添う図書館」として、地域とともに運営していき
たい。

〇家庭学習での使用については、課題が残った。次年度も効果的な活用に
ついて検討していく。
〇不登校で学校との関係が築くことが困難になっている生徒に対して、学
校、教員、生徒同士等、人とつながるツールの一つとして活用していく。

昨年度統一した学校評価に関するアンケートをさらに
改善して、中間期と年度末の年2回、生徒・保護者・地域
を対象に実施した。まだアンケートに慣れない状況が見
られるので、結果を分析し活用する習慣を定着したい。

年３回活用月間を設定し、全教員で取り組んだ。また教員同
士で互いの授業を参観し、授業改善につながるようにした。３
月末には、「清瀬中学校タブレット活用事例集２」を発行する。
導入したCBTは授業マネジメントの他、不登校生徒への対策
に活用した。

〇小学校においても体力向上に対する児童の意
識を向上させるために、学校ギネスを実施して
いる。効果のある取組を小・中で共有できると
よい。

〇「体を動かすことが好き」の回答が5割程度という
実態は大きな課題である。
〇改善策を講じて、すぐに数値が向上することは難し
いが、楽しんで体を動かすことができることの実践に
期待したい。

〇交流及び共同学習の充実はとても大切であ
る。
〇次年度は、知的固定学級の閉級もあることか
ら、さらなる取組の充実を期待したい。

柱 具体的方策

豊
か
な
心
の
育
成

人権教育プログラムやいじめ総
合対策【第２次・一部改訂】を使っ
たいじめの未然防止の授業を実
践する。

各教科や学校行事等において、
他者とかかわる体験活動や学ん
だことを発信する活動を設定し、
成就感を味わわせる。

確
か
な
学
力
の
向
上

授業に関するアンケートを定期的
に行い、生徒の学習への関心度
を把握する。

各学期にタブレット活用月間を設
定し、全教員にICTを活用した授
業に取り組ませる。

保健体育の授業や部活動、体育
的行事の指導改善により、生徒の
体力向上を行う。

健
や
か
な
体
の
育
成

ホームページの年間アクセス数を
前年度比１０％増加させる。

学校行事や生徒会活動、部活動
等の交流を充実させるとともに、
授業のユニバーサル化に基づい
た共同学習を推進する。

清瀬第二中学校・清瀬第三中学
校の3校交流を計画・実施する。
清瀬特別支援学校との交流を計
画・実施する。

地域関係者やボランティア等から
の支援を持続的な体制にすると
ともに、学校図書館が交流の拠
点となる取組を実践する。

本
校
の
特
色

特
別
支
援
教
育
の
充
実

健康に関するアンケートを定期的
に行い、生徒の健康への関心度
を把握する。

〇情報発信のツールは数年かけて、ソフトラン
ディングできるとよい。
〇発信側と受信側のそれぞれの効率化と利便
性を追及しながら、整理していけるとよい。

年間を通じて月３回程度、健康に関するアンケートを実
施した。長期休業明けの時期により、生活の乱れがある
ことが明らかになったが、改善策を立てるまでには至ら
なかった。

ICTの活用の過渡期であるため、校務支援システムと
紙媒体とHP、メールの住みわけの難しさを感じてい
る。情報がうまく伝わっていない時もあるので、今後も
家庭等に混乱がないよう、注意して対応していく。

１２月に清瀬特別支援学校との展示交流を、2月に清瀬
二中・清瀬三中とのボッチャ交流を行った。初めての他
校との交流には準備や計画時間を要したが、生徒に
とってよい取組なっている。

学校行事を軸にして通常と学級と１組の交流及び共同
学習を実行した。不登校対策の一環として特別活動の
見直しを進める際には、交流活動の充実を図れるよう
に工夫した。

９月にいじめ問題を全学級共通テーマに道徳授業公開
講座を実施した。生徒代表と弁護士、保護司によるディ
スカッションは、生徒のいじめの未然防止の意識を高め
るきっかけとなっている。

運動会に表現活動を取り入れたり、1組体育の授業にプ
ロダンサーを講師に招聘した表現活動を行う等、楽しみ
ながら体を動かす取組の工夫を行った。

学校関係者評価

学校支援本部ときよせラボの協力の下、学校図書館を
活用した取組を充実することができた。家庭と子供の
支援や退職教員ボランティアを含めた地域の支援体制
を強化していく。

評価

日本海事広報協会と連携した職場体験、新聞社からの
支援によるNIE、釜石市いのちををつなぐ未来館との
防災教育等、昨年度始まった活動に新たな視点を加味
した活動は、教職員・生徒で達成感につながった。

〇中・中連携が活性化されている。
〇ボッチャ交流は、小・中連携にも一役が期待で
きるのではないか。

〇CSの準備は大変なことも予想されるが、地域の力
を導入することは重要である。
〇小学校での活動を踏まえた中学校の放課後活動に
ついて探っていけるとよい。

学校関係者による「自己評価」についての評価

〇経年変化を見て、分析後に手だてを講じるこ
とはよい。
〇生徒の回答を授業改善に反映してことが大切
である。

〇急速にCBT化が進む中、積極的に取り組んで
いることはよいことである。
〇深い学びにつなげる学習内容にタブレットを
活用していくことが必要である。

〇法教育の取組はとてもよい。
〇生徒のあいさつ等が消極的である。発達段階
を見た時に、恥じらい等があり難しいとは思う
が、身に付させたい行動ではないか。

〇令和4年度に引き続いて取組を行う中で、生徒の
意識の高まるよう新しい取組を加味していることは、
今後の取組の継続化・系統化に期待ができる。
〇地域の活用が促進されている。

４ ３

４ ４

４ ４

４ ４

３ ３

４ ３

４ ３

４ ４

４ ４

３ ３


